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メ
イ
ン
と
な
る「
萩
時
代
パ
レ
ー
ド
」

に
は
、「
生
雲
八
幡
宮
奴
道
中
」
な
ど

例
年
と
は
異
な
る
行
列
も
特
別
参
加

し
、
壮
大
な
時
代
絵
巻
を
繰
り
広
げ
ま

す
。

■
萩
大
名
行
列
・
萩
時
代
パ
レ
ー
ド

と　
き　
11
月
９
日
（
日
）

○
岩
国
藩
鉄
砲
隊
実
演
・
萩
民
踊
「
男

な
ら
」
披
露
（
午
前
10
時
〜
）

と
こ
ろ　
萩
城
跡
指
月
公
園

○
岩
国
藩
鉄
砲
隊
パ
レ
ー
ド
（
午
前
11

時
〜
）

と
こ
ろ　
萩
城
城
下
町
〜
萩
市
民
球
場

○
岩
国
藩
鉄
砲
隊
実
演
（
午
前
11
時
30

分
〜
）

と
こ
ろ　
萩
市
民
球
場

○
萩
時
代
パ
レ
ー
ド
（
正
午
〜
）

と
こ
ろ　
萩
市
役
所
〜
金
谷
神
社

参
加
団
体　

毛
利
歴
代
藩
主
（
公
募
）

平
安
古
備
組
・
古
萩
町
大
名
行
列
ほ
か

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課
内　

萩

時
代
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
９
）

　
平
成
16
年
度
中
の
合
併
を
控
え
、萩・

阿
武
地
区
の
１
市
３
町
４
村
が
新
た
な

萩
市
民
だ
と
い
う
意
味
を
込
め
、
昨
年

同
様
「
み
ん
な
で
ひ
と
つ
萩
広
域
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
８
日（
土
）〜
９
日（
日
）

と
こ
ろ　
萩
市
役
所
周
辺

主
な
催
し

【
８
日
（
土
）】
大
も
ち
ま
き
大
会
（
午

後
０
時
15
分
〜
）、
市
町
村
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
シ
ョ
ー

と　
き　
11
月
11
日
（
火
）
午
後
６
時

30
分
〜
９
時

と
こ
ろ　
サ
ン
ラ
イ
フ
萩

内　
容　

◯
基
調
講
演
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に

よ
る
近
世
都
市
遺
産
の
保
存
と
活
用
」

講　
師　
吉
兼
秀
夫（
阪
南
大
学
教
授
）

◯
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
リ
ス
ト　
吉
兼
秀
夫
教
授
、
中
村

徹
也
（
山
口
県
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
所

長
）、
野
村
興
兒
萩
市
長

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
西
山
徳
明
（
九

州
大
学
助
教
授
）

入
場
料　
無
料

問
い
合
わ
せ　

萩
市
企
画
課

（
０
８
３
８・２
５・３
５
９
０)

　
全
国
各
地
か
ら
２
０
０
０
人
を
超
え

る
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
、
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
な
ど
５
種
目
で
健
脚
を
競
い
ま

す
。
温
か
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

と　
き　
12
月
14
日
（
日
）
午
前
８
時

〜
（
受
付
開
始
）、
午
前
９
時
〜
（
開

始
式
）

と
こ
ろ　
萩
ス
タ
ジ
ア
ム
（
受
付
）

種　
目

■
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
（
午
前
10
時

〜
、
21
・
０
９
７
５
㎞
）

コ
ー
ス　
萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
〜
指

月
公
園
折
り
返
し

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
午
前
10
時
５
分

〜
、
２
㎞
）

■
10
㎞
の
部
（
午
前
10
時
15
分
〜
）

■
５
㎞
の
部
（
午
前
10
時
25
分
〜
）

■
２
㎞
の
部
（
午
前
10
時
30
分
〜
）

問
い
合
わ
せ　

維
新
の
里
萩
城
下
町

マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

（
０
８
３
８・２
５・５
５
１
９
）

 4
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

選
手
達
に
ご
声
援
を
！

【
９
日
（
日
）】
蔚ウ
ル
サ
ン山

市
伝
統
舞
踏
芸

術
団
（
午
前
10
時
15
分
〜
）、
市
町
村

対
抗
カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
大
会
（
午
後

１
時
30
分
〜
）

【
８
日
、
９
日
】
各
種
物
産
販
売
（
午

前
10
時
〜
）

問
い
合
わ
せ　

萩
広
域
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
０
８
３
８・２
２・３
８
０
３
）

　
30
チ
ー
ム
、
約
８
０
０
人
の
踊
り
子

が
「
よ
さ
こ
い
踊
り
」、「
ト
コ
ト
ン
ヤ

レ
節
」
な
ど
の
踊
り
を
披
露
し
、
萩
地

域
の
元
気
を
発
信
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
９
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　
萩
市
役
所
第
３
駐
車
場
ほ
か

問
い
合
わ
せ　

萩
広
域
合
併
協

議
会
事
務
局　

担
当
：
吉
田

（
０
９
０・８
０
６
６・３
０
１
６
）

と　
き　
11
月
10
日
（
月
）

竣
工
式　
午
前
10
時
〜

見
学
会　
午
後
１
時
30
分
か
ら
４
回

と
こ
ろ　
新
博
物
館
（
萩
市
堀
内
）

問
い
合
わ
せ　
萩
市
博
物
館
建
設
準
備

室
（
０
８
３
８・２
５・３
１
６
６
）

来
年
の
萩
開
府
４
０
０
年
に
向
け
て
、

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

萩
時
代
ま
つ
り

萩
市
ま
ち
じ
ゅ
う

博
物
館
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

萩
広
域
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

長
州
と
こ
と
ん
総
踊
り
in
萩

　
江
戸
開
府
４
０
０
年
記
念
事
業
で
あ

る「
江
戸
天
下
祭
」に
萩・大
名
行
列（
平

安
古
備
組
）
を
派
遣
し
、
来
年
の
萩
開

府
４
０
０
年
を
全
国
に
発
信
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
24
日
（
月
・
祝
）
午
後

２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　
日
比
谷
シ
ャ
ン
テ
〜
晴
海
通

り
〜
丸
の
内
仲
通
り
〜
行
幸
通
り

萩
・
大
名
行
列

「
江
戸
天
下
祭
」
派
遣

新
博
物
館竣

工
式
・
見
学
会
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９
月
に
発
足
し
た
第
２
次
小
泉
内
閣
で
、
河
村
建
夫
衆
議
院
議
員
（
60
）
が

文
部
科
学
相
に
就
任
し
ま
し
た
。
萩
市
か
ら
の
入
閣
は
、昭
和
55
年（
１
９
８
０
）

７
月
の
田
中
龍
夫
氏
が
鈴
木
内
閣
で
文
部
相
に
な
っ
て
以
来
23
年
ぶ
り
。

　
東
京
指
月
会
第
36
回
大
会
（
10
月
18
日
）
に
、
河
村
建
夫
氏
が
寄
せ
た
「
文

部
科
学
大
臣
に
就
任
し
て
・
・
・
」
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　
「
君
の
専
門
分
野
だ
、
し
っ
か
り
頼

む
ぞ
、
吉
田
松
陰
だ
ぞ
」
９
月
22
日
、

小
泉
総
理
は
そ
う
言
っ
て
、
文
部
科
学

大
臣
就
任
に
際
し
て
の
指
示
書
を
私
に

手
渡
し
ま
し
た
。

　

平
成
２
年
（
１
９
９
０
）、
初
当
選

以
来
13
年
余
、
文
教
一
筋
に
、
自
民

　
新
博
物
館
は
堀
内
地
区
の
旧
市
民
病
院
跡
地
に
昨
年
７
月
か
ら
建
築
工
事
を
開
始
、
博
物
館

本
館
棟
が
９
月
末
に
完
成
し
ま
し
た
。
本
館
周
辺
の
長
屋
門
、
隅
矢
倉
、
長
屋
は
今
春
完
成
し

て
お
り
、
本
館
棟
の
完
成
で
建
物
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
11
月
10
日
に
は
竣
工
式
を
行
い
、今
後
は
外
溝
工
事
、展
示
工
事
、駐
車
場
整
備
な
ど
を
進
め
、

萩
開
府
４
０
０
年
を
記
念
し
て
来
年
11
月
11
日
に
開
館
の
予
定
で
す
。

　
本
館
棟
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

一
部
二
階
建
て
。
い
ぶ
し
銀
色
の
瓦
や

軒
先
に
は
木
材
を
使
用
し
、
外
壁
は
し

っ
く
い
壁
、
な
ま
こ
壁
、
杉
坂
下
見
板

張
り
壁
と
し
、
武
家
屋
敷
の
趣
を
演
出

し
て
い
ま
す
。

　
室
内
に
は
、
阿
武
川
流
域
材
を
多
用

し
て
お
り
、「
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
」

で
は
大
き
な
柱
と
桁
で
構
成
さ
れ
た
大

空
間
が
来
館
者
を
迎
え
ま
す
。

河
村
建
夫
代
議
士
、
文
部
科
学
大
臣
就
任

党
・
文
教
部
会
長
、
文
部
総
括
政
務
次

官
、
衆
議
院
議
員
文
部
科
学
常
任
委
員

長
、
そ
し
て
２
度
目
の
文
部
科
学
副
大

臣
と
、
日
本
の
文
教
、
科
学
政
策
に
邁

進
し
て
来
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
評
価

さ
れ
た
の
か
な
あ
…
と
う
れ
し
い
思
い

で
す
。
し
か
も
総
理
か
ら
、
吉
田
松
陰

先
生
の
名
前
が
出
た
と
き
、
萩
の
出
身

で
あ
る
こ
と
に
大
き
な
誇
り
を
感
じ
ま

し
た
。（
略
）

萩・魚まつり（10／ 13）のオープニングセレモニー

松
陰
先
生
の
精
神
で
、

教
育
改
革
に
取
り
組
む

萩
市
新
博
物
館
完
成

　

松
陰
先
生
の
お
墓
の
隣
に
、

吉
田
庫く
ら
ぞ
う三
の
墓
に
気
づ
か
れ
た

方
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
実

は
、
こ
の
方
は
、
松
陰
先
生
の

甥
子
で
、
小
泉
総
理
の
出
身
校
、

神
奈
川
県
立
横
須
賀
高
校
（
正

し
く
は
旧
制
中
学
校
）
の
初
代

校
長
先
生
な
の
で
す
。
私
は
、

総
理
の
「
松
陰
だ
ぞ
」
の
呼
び

か
け
に
、
組
閣
本
部
、
安
部
新

幹
事
長
他
、
与
党
の
幹
部
勢
揃

い
の
中
で
、
こ
の
こ
と
を
説
明

し
、
一
度
お
参
り
く
だ
さ
い
と

言
い
ま
し
た
。
組
閣
本
部
の
緊

張
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
が
一
瞬
や

わ
ら
ぎ
ま
し
た
。

　

展
示
室
は
「
常
設
展
示
室
」
２
室

と
「
企
画
展
示
室
」、「
特
別
展
示
室
」

の
計
４
室
（
計
１
０
０
０
ｍ
）
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
う
ち
「
特
別
展
示
室
」

に
は
、
高
杉
家
か
ら
寄
託
を
受
け
た

高
杉
晋
作
の
遺
品
を
中
心
と
し
た
資

料
が
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
の

ほ
か
、
１
０
０
人
収
容
の
「
講
座
室
」

や
、
瓦
屋
根
が
14
ｍ
動
く
可
動
式
の

屋
根
を
設
置
し
た
「
天
体
観
測
室
」

が
あ
り
ま
す
。

　

新
博
物
館
は
、「
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物

館
」の
中
核
的
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
、

萩
に
か
か
わ
り
の
あ
る
事
柄
な
ど
に
つ

い
て
、
様
々
な
分
野
か
ら
総
合
的
に
調

査
研
究
を
行
い
、
デ
ー
タ
の
蓄
積
や
発

信
を
行
う
な
ど
「
萩
学
」
の
セ
ン
タ
ー

的
役
割
を
担
い
ま
す
。

長屋門

隅矢倉

博物館本館棟（室内に入るとエントランスホール）

天体観測室

可動式の屋根
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今
年
の
５
月
、
ち
ょ
う
ど
還
暦
の
歳

に
萩
に
帰
郷
し
ま
し
た
。
明
倫
小
・
一

中・萩
高
と
子
供
時
代
を
萩
で
す
ご
し
、

関
西
学
院
大
学(

経
済)

に
進
学
。
卒

業
は
昭
和
42
年
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
は

就
職
難
で
し
た
が
、
業
界
分
野
ご
と
に

そ
の
道
の
ト
ッ
プ
の
会
社
を
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
、
産
業
用
刃
物
の
ト
ッ
プ
メ
ー

カ
ー
東
洋
刃
物
㈱
に
就
職
。
大
正
14
年

に
東
北
大
学
と
の
産
学
共
同
で
設
立
さ

れ
た
動
力
用
刃
物
の
総
合
メ
ー
カ
ー
で

す
。

　
入
社
以
来
営
業
一
筋
で
、
勤
務
地
も

本
社
の
あ
る
仙
台
は
も
ち
ろ
ん
広
島
、

大
阪
、
東
京
、
名
古
屋
と
、
全
国
の
主

要
都
市
で
、
た
く
さ
ん
の
お
得
意
先
と

の
出
会
い
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
既
製
の

動
力
用
刃
物
を
売
り
込
む
と
い
う
単
純

な
営
業
で
は
な
く
、
お
得
意
様
の
生
産

現
場
の
ニ
ー
ズ
を
細
か
く
キ
ャ
ッ
チ

し
、お
得
意
様
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、

　
父
親
の
勤
務
の
関
係
で
、
生
ま
れ
は

神
戸
で
す
が
、
５
歳
の
時
か
ら
萩
高
卒

業
ま
で
を
萩
で
過
ご
し
ま
し
た
。
大
学

は
法
政
大
学
の
社
会
学
部
に
進
み
、
昭

和
37
年
に
国
鉄
に
入
社
。
主
に
輸
送
業

務
が
専
門
、
広
島
・
下
関
・
山
口
・
小

郡
と
中
国
地
区
を
中
心
に
仕
事
を
し
て

き
ま
し
た
。
山
口
鉄
道
部
長
を
最
後
に

56
歳
で
Ｊ
Ｒ
を
退
職
、
時
刻
表
や
旅
の

手
帖
な
ど
を
出
版
す
る
Ｊ
Ｒ
関
連
企
業

の
弘
済
出
版
社
の
取
締
役
中
国
支
社
長

を
経
て
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ビ
ア
広
島
の

常
勤
監
査
役
に
。
そ
し
て
、今
年
退
任
、

８
月
に
40
年
以
上
離
れ
て
い
た
故
郷
・

萩
に
戻
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
時
代
で
一
番
思
い
出
に
残
る
仕

事
は
、
昭
和
50
年
、
山
陽
新
幹
線
開
業

当
時
の
臨
時
列
車
の
運
行
計
画
。
少
な

い
車
両
と
乗
務
員
を
や
り
繰
り
し
て
苦

労
し
た
こ
と
を
印
象
深
く
覚
え
て
い
ま

す
。
駅
員
も
少
な
か
っ
た
の
で
、
自
ら

もう一度、上っ面でない
本当の萩を再発見したい

江
向
に
あ
る
自
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
庭

の
手
入
れ
も
よ
う
や
く
一
段
落
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
萩
に
も
戻
っ
た
ら
や
り
た
い
事
が
３

つ
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、
旨
い
萩

の
干
物
を
七
輪
で
焼
い
て
食
べ
る
こ

と
。
２
つ
目
は
橋
本
川
で
ハ
ゼ
や
セ
イ

ゴ
釣
り
、
そ
し
て
海
に
も
出
た
い
。
３

つ
目
は
、
萩
の
再
発
見
。
萩
で
は
高
校

ま
で
し
か
過
ご
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

そ
の
当
時
の
視
線
か
ら
見
た
萩
は
薄
っ

ぺ
ら
な
も
の
。
今
、
も
う
一
度
、
上
っ

面
で
な
い
本
当
の
萩
を
再
発
見
し
た
い

と
、
夕
方
に
な
る
と
家
内
と
一
緒
に
散

歩
が
て
ら
町
を
歩
い
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
し
て
も
、
高
い
建
物
が
な
く
、
西
を

見
れ
ば
指
月
山
、東
を
見
れ
ば
田
床
山
、

こ
の
穏
や
か
な
風
景
に
は
、
心
が
癒
さ

れ
ま
す
。
現
役
時
代
は
正
直
、
時
間
の

余
裕
が
な
い
生
活
で
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
た
っ
ぷ
り
時
間
が
あ
り
ま
す
。
先

←

は
そ
れ
ら
か
ら
開
放
さ
れ
、
ま
さ
に
肩

の
荷
が
降
り
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

　

８
月
に
戻
っ
て
、
自
宅
の
整
理
や
、

庭
や
畑
の
手
入
れ
に
明
け
暮
れ
る
毎
日

で
す
が
、
時
間
を
見
つ
け
て
は
自
転
車

や
徒
歩
で
、
懐
か
し
い
萩
の
町
を
探
訪

し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
子
供
の
頃

に
過
ご
し
た
萩
そ
の
ま
ま
と
い
う
訳
に

は
い
き
ま
せ
ん
が
、
か
な
り
良
い
状
態

で
自
然
や
町
並
み
な
ど
が
残
っ
て
い
る

と
い
う
印
象
で
す
。
外
か
ら
見
て
い
た

頃
の
萩
は
、「
高
度
成
長
か
ら
取
り
残

さ
れ
た
町
」
と
い
う
、
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
で
し
た

が
、
そ
の
後
の
平
成
バ
ブ
ル
に
も
乗
る

こ
と
な
く
、
良
い
も
の
が
そ
の
ま
ま
残

っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
ま

す
。
天
気
の
良
い
日
に
は
自
宅
裏
の
橋

本
川
で
魚
釣
り
を
し
た
り
、
友
人
と
囲

碁
を
打
っ
た
り
、
自
宅
の
整
理
が
ひ
と

段
落
し
た
ら
、
し
ば
ら
く
は
趣
味
三
昧

←

←

松浦健夫氏
(萩市江向在住　昭和 18年生まれ )

楊井昭夫氏
(萩市江向在住　昭和 13年生まれ )

ＪＲグループに 4 0 年勤務
この８月、萩に帰郷

←

お 帰 り な さ い
　今年になって故郷 “萩” に戻られた方の中から、広島からＵターンされた楊井昭夫さんと
名古屋からＵターンされた松浦健夫さんにお話をお聞きしました。

※連載中の「萩 400年の物語」（北村知紀）は筆者の都合により、当分の間休載します。
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に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
な
く
歴
史
の
た
た

ず
ま
い
を
保
っ
て
き
ま
し
た
。
21
世
紀

に
も
残
し
た
い
町
並
み
で
す
。

　
市
街
地
か
ら
田
舎
に
行
く
と
農
地
の

放
棄
が
目
立
ち
、
農
村
の
台
所
は
必
ず

し
も
豊
か
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
て
き

ま
す
。
効
率
的
な
産
業
の
な
い
萩
で

は
、
第
一
次
産
業
の
低
迷
が
地
域
経
済

の
足
か
せ
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
特
に
農
漁
業
の
振
興
が
待
た
れ
ま

す
が
、
食
の
安
全
性
や
消
費
需
要
の
多

様
化
等
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
対
応
策
が

あ
る
の
で
は
な
か
い
で
し
ょ
う
か
。
広

域
化
し
た
流
通
の
見
直
し
や
地
産
地
消

で
人
と
の
つ
な
が
り
の
促
進
等
も
そ
の

一
つ
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
昭
和
32
年
萩
高
校
卒
業
、
昭
和
36
年

鳥
取
大
学
農
学
部
卒
、
山
口
県
立
奈
古

高
校
、
九
大
大
学
院
、
九
大
助
手
、
福

岡
教
育
大
学
講
師
、
同
59
年
教
授
（
農

学
博
士
）、
平
成
13
年
定
年
退
職
、
同

名
誉
教
授　
元
付
属
小
倉
中
学
校
長
併

任
、
前
日
本
農
業
教
育
学
会
副
会
長

津
に
生
ま
れ
、
跡
取
り
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
し
た
。機
械
の
な
い
時
代
で
、

人
手
に
頼
る
作
業
ば
か
り
で
、
子
供
と

い
え
ど
も
当
て
に
さ
れ
た
労
働
力
で
し

た
。
子
供
心
に
な
ん
と
か
抜
け
出
す
方

法
は
と
思
い
廻
ら
し
て
い
た
こ
と
が
昨

日
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
途
中

で
投
げ
だ
そ
う
と
す
る
と
、
祖
母
か
ら

「
為
せ
ば
成
る
、
為
さ
ぬ
は
・
・
」
と

呪
文
を
掛
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

思
え
ば
辛
抱
や
成
就
感
を
教
え
ら
れ
、

我
が
人
生
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
な
っ
て

い
ま
す
。
夏
み
か
ん
の
収
入
で
期
待
ど

う
り
農
学
部
を
卒
業
し
た
の
で
す
が
、

折
し
も
農
産
物
の
自
由
化
で
オ
レ
ン
ジ

が
輸
入
さ
れ
、
夏
柑
農
家
は
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
我

が
人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
以
来
グ

レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
は
食
べ
な
い
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
美
し
い
景
観
を
備
え
た
萩
は
誇
り
で

も
あ
り
ま
す
。
20
世
紀
の
合
理
化
の
波

率
や
合
理
性
を
求
め
て
走
っ
て
き
ま
し

た
が
、
大
学
も
来
年
度
か
ら
独
立
行
政

法
人
に
移
行
し
て
研
究
面
で
も
厳
し
い

業
績
評
価
が
待
っ
て
お
り
、
世
知
辛
く

な
っ
て
き
ま
す
。
い
い
時
に
退
官
さ
れ

た
と
現
役
が
う
ら
や
ま
し
が
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
身
の
丈
に
あ
っ
た

「
日
々
是
好
日
」
と
い
き
た
い
。

　
時
に
、暇
を
見
つ
け
て
は
萩
に
帰
り
、

雑
木
林
に
な
っ
た
夏
み
か
ん
園
を
整

地
・
開
墾
し
て
、
ど
ん
な
果
樹
や
作
物

が
こ
の
風
土
に
適
し
て
い
る
の
か
資
料

集
め
や
開
園
準
備
に
奔
走
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。「
桃
栗
三
年
柿
八
年
」
と

い
う
か
ら
、
残
さ
れ
た
時
間
が
多
く
な

い
こ
と
を
自
覚
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り

と
焦
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
有
料
道
路
の
料
金
所
を
出
る
と
、
見

慣
れ
た
指
月
山
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く

る
。
ほ
っ
と
す
る
瞬
間
で
、
友
人
の
顔

や
萩
で
の
思
い
が
頭
を
よ
ぎ
る
一
瞬
で

も
あ
り
ま
す
。

　
夏
み
か
ん
農
家
の
長
男
と
し
て
香
川

　ズーム
　アップ  

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

村　

 

木　
　
　
清

氏

（
福
岡
県
在
住
、
昭
和
32
年
萩
高
卒
）

福
岡
教
育
大
学
名
誉
教
授　
九
州
指
月
会
副
会
長

　
平
成
13
年
に
定
年
退
職
し
、
時
間
に

拘
束
さ
れ
な
い
生
活
に
な
っ
て
２
年
が

経
ち
、
こ
れ
ま
で
の
生
き
方
を
振
り
返

る
余
裕
が
で
き
ま
し
た
。
か
っ
て
は
効

私
の
近
況

萩
へ
の
一
言

萩
の
思
い
出

日 々
是

好 日

工
夫
を
重
ね
、
工
程
に
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ

の
刃
物
を
供
給
し
て
い
く
、
そ
ん
な
毎

日
の
連
続
で
し
た
。
36
年
間
勤
め
、
こ

の
５
月
に
定
年
退
職
、
学
生
時
代
を
含

め
て
40
年
ぶ
り
に
故
郷
に
Ｕ
タ
ー
ン
。

お
客
様
の
「
尻
押
し
」
ま
で
し
て
い
ま

し
た
。
Ｊ
Ｒ
時
代
そ
し
て
ホ
テ
ル
勤
務

の
頃
も
、
絶
え
ず
事
故
の
心
配
と
か
火

災
の
心
配
な
ど
、
責
任
と
い
う
重
圧
が

肩
に
圧
し
掛
か
る
毎
日
で
し
た
が
、
今

日
募
集
の
あ
っ
た
新
博
物
館
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
も
応
募
、
町
づ
く

り
の
お
役
に
た
ち
な
が
ら
、
萩
の
再
発

見
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

←

の
生
活
を
満
喫
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
た
り
、
故
郷
の
た
め
に
い
ろ
ん
な
活

動
に
も
参
加
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

←
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出
身
は
宇
部
市
で
高
校
ま
で
地
元
で

過
ご
し
、
大
学
は
東
京
の
明
治
学
院
大

（
法
学
部
）
に
進
み
ま
し
た
。
卒
業
後
、

大
手
不
動
産
の
「
地
産
」
に
入
社
し
ま

し
た
が
、
父
の
体
調
の
関
係
で
宇
部
に

Ｕ
タ
ー
ン
、
地
元
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

に
勤
務
。
そ
の
頃
、
地
元
宇
部
の
商
店

街
青
年
部
等
で
の
活
動
を
通
じ
て
「
ま

ち
づ
く
り
」
に
強
く
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。
運
よ
く
商
工
会
経
営
指
導
員
の
募

集
が
あ
り
合
格
、
平
成
９
年
に
福
栄
村

商
工
会
に
経
営
指
導
員
と
し
て
着
任
し

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
年
は
、
福
栄

村
に
道
の
駅
「
ハ
ピ
ネ
ス
ふ
く
え
」
が

開
業
、
村
お
こ
し
の
新
し
い
拠
点
施
設

と
し
て
、
地
域
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い

た
時
期
で
し
た
。

　
平
成
９
年
に
商
工
会
が
中
心
と
な
っ

て
県
の
「
む
ら
お
こ
し
事
業
」
を
導

　
特
産
品
開
発
に

　
　
　
　
ど
っ
ぷ
り
漬
か
る

入
、
こ
の
村
な
ら
で
は
の
特
産
品
を
開

発
す 
る
こ
と
で
、
地
域
振
興
を
は
か

る
こ
と
が
狙
い
で
す
。
福
栄
村
は
人
口

２
６
０
０
人
の
村
、
経
営
指
導
員
と
い

っ
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
の
企
業
が
あ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
６
年

間
、「
む
ら
お
こ
し
事
業
」
に
ど
っ
ぷ

り
漬
か
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。
最
初

の
頃
は
、
や
は
り
他
所
者
と
い
う
こ
と

で
、
な
か
な
か
受
け
入
れ
て
も
ら
え
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
特
産
品
開
発
グ
ル
ー

プ
の
会
合
に
積
極
的
に
出
か
け
て
、
関

連
す
る
村
中
の
い
ろ
ん
な
方
と
話
す
る

う
ち
に
、
気
持
ち
が
通
じ
合
っ
て
き
た

実
感
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
く
ま
で
、
主

役
は
村
の
住
民
、自
分
は
黒
子
に
徹
し
、

会
議
で
は
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
引
き
出
す
こ
と
に
注
力
、
ま
た
、
面

倒
で
つ
ら
い
作
業
は
す
す
ん
で
一
緒
に

汗
を
流
す
、
そ
の
や
り
方
が
受
け
入
れ

て
も
ら
え
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
「
む
ら
お
こ
し
事
業
」
の
成
果

と
し
て
は
、
平
成
12
年
10
月
に
、「
中

四
国
む
ら
お
こ
し
展
」
で
行
わ
れ
た

特
産
品
コ
ン
テ
ス
ト
で
ハ
ー
ブ
ソ
ー

セ
ー
ジ
・
ハ
ム
な
ど
の
鶏
肉
加
工
品

「
香こ
う
ふ
く
ど
り

福
鶏
」
が
３
位
の
グ
ラ
ン
プ
リ
銅

賞
を
獲
得
、
そ
の
翌
月
の
全
国
商
工
会

連
合
会
主
催
「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
む
ら
お

こ
し
展
」
食
品
部
門
で
は
、
第
１
位
の

中
小
企
業
庁
長
官
賞
を
受
賞
。
こ
の
受

賞
が
大
き
く
マ
ス
コ
ミ
報
道
さ
れ
、「
香

福
鶏
」
は
一
躍
人
気
商
品
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
開
発
さ
れ
た
果
物
や
野
菜

を
そ
の
ま
ま
の
形
で
炭
に
加
工
し
た
花

炭
「
お
炭
つ
き
」
も
全
国
ネ
ッ
ト
の
Ｔ

Ｖ
番
組
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
注
文
の
電

話
が
殺
到
す
る
と
い
う
状
況
に
大
変
驚

い
た
も
の
で
す
。

　
商
品
の
売
上
が
上
が
る
喜
び
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
特
産
品
開
発
に
関
わ
る

村
の
メ
ン
バ
ー
が
、
自
分
た
ち
の
活
動

に
自
信
を
も
っ
て
、
ま
す
ま
す
元
気
に

積
極
的
に
な
っ
て
い
く
姿
を
、
本
当
に

嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
１
月
に
は
特
産
品
開
発
グ
ル
ー

プ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
７
名
が
「
福
の
里

企
業
組
合
」
を
設
立
、
法
人
化
し
て
、

さ
ら
に
本
格
的
な
特
産
品
つ
く
り
に
拍

車
が
掛
か
る
勢
い
で
す
。
再
来
年
の
萩

市
と
の
広
域
合
併
で
行
政
地
区
と
し
て

の
「
福
栄
」
の
名
前
は
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
村
の
人
た
ち
が
作
り
出

し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
特
産
品
に
よ
っ
て
、

地
域
の
カ
ラ
ー
を
い
つ
ま
で
も
残
し
て

い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

福栄村ならではの特産品開発で、村おこし・人づくり

富永 竜也 氏
（阿武郡福栄村在住）

　
経
営
指
導
員
と
し
て

　
　
　
　
　
福
栄
村
に
着
任

（34歳）

福栄村商工会　経営指導員

◇プロフィール
宇部市生まれ
明治学院大学法学部卒
福栄村商工会に経営指導員とし
て勤務

「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
む
ら
お
こ
し
展
」

　
　
中
小
企
業
長
官
賞
を
受
賞

　
新
鮮
な
日
本
海
の
海
の
幸
を
生
産
者

価
格
で
直
売
す
る
「
道
の
駅
・
萩
し
ー

ま
ー
と
」（
萩
市
椿
東
）
で
は
、
館
内

鮮
魚
売
場
で
お
客
様
自
身
が
購
入
し

た
魚
貝
類
を
、
館
内
の
和
食
レ
ス
ト

ラ
ン
に
持
ち
込
み
、
お
好
み
の
調
理
法

で
召
上
っ
て
頂
く
Ｂ
Ｙ
Ｏ
（B

ring　

Your　

O
w
n

）
方
式
を
、
今
秋
よ
り

サ
ー
ビ
ス
開
始
し
ま
し
た
。
お
客
様
が

素
材
と
料
理
法
を
勝
手
に
選
ん
で
、
オ

ー
ダ
ー
メ
イ
ド
ス
タ
イ
ル
で
食
べ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
名
も
「
勝
手
ご
膳
」。

　

漁
港
隣
接
で
、
萩
沖
で
水
揚
げ
さ

れ
る
常
時
40
種
類
以
上
の
豊
か
な
海
の

幸
を
、
格
安
に
て
提
供
で
き
る
同
駅

の
強
み
を
生
か
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
方

式
。
こ
の
方
式
は
、
全
国
的
に
も
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
数
少
な
く
、
全
国

７
０
０
余
箇
所
あ
る
道
の
駅
で
も
、「
萩

し
ー
ま
ー
と
」
の
み
の
希
少
な
サ
ー
ビ

ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。人
気
の
魚
種
は
、

活
き
イ
カ
・
ア
マ
ダ
イ
・
マ
ダ
イ
・
ヒ

ラ
マ
サ
・
ヨ
コ
ワ
な
ど
、
貝
類
で
は
サ

ザ
エ
と
ア
ワ
ビ
。
調
理
し
た
後
の
ア
ラ

も
潮
汁
や
兜
煮
な
ど
で
召
し
上
が
る
お

客
様
が
ほ
と
ん
ど
。 「勝手ご膳」

サービス開始！

道の駅・萩しーまーと
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●
真
の
ふ
ぐ
、「
マ
フ
グ
」

　
朝
晩
冷
え
込
み
を
感
じ
る
季
節
に
な

る
と
登
場
す
る
の
が
、カ
ナ
ト
フ
グ（
標

準
和
名
シ
ロ
サ
バ
フ
グ
）
庶
民
の
フ
グ

と
し
て
鍋
や
唐
揚
で
食
べ
ま
す
が
、
や

は
り
王
者
ト
ラ
フ
グ
と
比
べ
る
と
、
味

も
食
感
も
多
少
劣
り
ま
す
。
一
方
、
12

月
〜
翌
年
３
月
頃
ま
で
萩
に
水
揚
げ
さ

れ
る
の
が
マ
フ
グ
、
地
元
で
は
「
ナ
メ

タ
フ
グ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
は
隠
れ
た
実
力
派
。
実
際
、
筆
者
も

先
シ
ー
ズ
ン
に
食
べ
比
べ
を
し
て
み
ま

し
た
が
、
て
っ
さ
に
し
て
も
鍋
に
し
て

も
味
・
食
感
と
も
ト
ラ
フ
グ
と
比
べ
て

全
く
遜
色
無
し
。
漁
獲
量
も
多
く
、
価

格
は
何
と
ト
ラ
フ
グ
の
３
分
の
１
程
度

と
格
安
、
し
か
も
全
体
の
５
割
近
く
が

韓
国
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
状
況
。
こ
ん

な
美
味
し
い
フ
グ
が
、
正
当
に
評
価
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
悲
し
く
感
じ
て
い

ま
す
。

●
味
・
食
感
と
も
ト
ラ
フ
グ
と
比
べ
て

遜
色
無
し

　
萩
で
は
主
に
越
ヶ
浜
地
区
を
中
心
と

し
た
延
縄
漁
船
で
マ
フ
グ
を
漁
獲
。
冬

に
な
っ
て
産
卵
の
た
め
に
日
本
海
を
南

下
し
て
く
る
群
れ
を
、
数
百
メ
ー
ト
ル

も
の
長
い
延
縄
で
釣
り
上
げ
、
活
魚
の

ま
ま
で
港
に
水
揚
げ
し
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
全
て
天
然
物
、
鮮
度
も
抜
群
で
す
。

前
述
の
通
り
、
薄
造
り
の
コ
リ
コ
リ
し

た
食
感
と
ほ
ん
の
り
甘
い
味
わ
い
は
ト

ラ
フ
グ
に
迫
る
感
じ
。
ま
た
鍋
に
し
た

と
き
の
歯
を
押
し
返
す
よ
う
な
弾
力
と

フ
グ
独
特
の
味
わ
い
、
こ
れ
も
な
か
な

か
区
別
が
難
し
い
ほ
ど
。そ
し
て
白
子
、

炭
火
で
塩
焼
き
に
し
て
食
べ
た
あ
の
味

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。唯
一
の
欠
点
は
、

皮
に
毒
が
あ
る
と
さ
れ
、
湯
引
き
を
食

べ
ら
れ
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

●
お
勧
め
レ
シ
ピ
は
、
薄
造
り
と
鍋
、

唐
揚
げ
も
。

　
な
か
な
か
市
場
に
出
回
ら
な
い
魚
種

で
す
が
、
年
末
あ
た
り
か
ら
春
先
に
か

け
て
の
シ
ー
ズ
ン
に
、
地
元
の
お
魚
屋

さ
ん
に
、
み
が
き
（
毒
の
あ
る
内
臓
部

や
皮
を
除
い
た
）
の
状
態
で
並
ぶ
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
な
る
べ
く
大
型
が
お
勧

め
で
す
が
、
小
型
の
も
の
で
も
味
噌
汁

や
唐
揚
に
す
る
と
大
変
美
味
で
す
。
道

の
駅
・
萩
し
ー
ま
ー
と
で
は
、
こ
の
隠

れ
た
実
力
派
フ
グ
を
、
新
し
い
萩
の
名

産
に
す
べ
く
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
開
始

し
ま
し
た
。
試
食
用
と
し
て
30
㎝
級
の

天
然
マ
フ
グ
（
み
が
き
調
理
済
・
大
人

２
〜
３
人
前
）
２
尾
を
、
ク
ー
ル
便
送

料
込
み
で
３
２
０
０
円
（
税
別
）
で
、

年
明
け
か
ら
全
国
発
送
す
る
予
定
。


珍
味
、
マ
フ
グ
の
白
子

萩
の
ま
ふ
ぐ

（
ナ
メ
タ
ふ
ぐ
）

　
「
道
の
駅
阿
武
町
」
は
、
全
国
道
の

駅
の
発
祥
の
駅
で
す
。
昨
年
６
月
、
道

の
駅
地
内
に
「
発
祥
交
流
館
」
が
オ
ー

プ
ン
、
さ
ら
に
、
こ
の
３
月
に
は
山
口

県
第
１
号
の
「
む
ら
ま
ち
交
流
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
役
場
で
の
最
初
の
仕
事
が
公
民
館
の

担
当
で
し
た
。
18
年
前
の
話
で
す
が
、

阿
武
町
農
村
青
年
協
議
会
と
い
う
組
織

が
あ
っ
て
、「
こ
の
田
舎
を
ど
う
Ｐ
Ｒ

す
る
の
か
」「
田
舎
で
あ
る
こ
と
を
逆

手
に
と
っ
て
、
そ
の
田
舎
の
良
さ
を
ス

ト
レ
ー
ト
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
こ
う
」
と
い

っ
た
よ
う
な
議
論
を
し
、
た
と
え
ば
農

業
ま
つ
り
に
都
市
の
人
に
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
参
加
し
て
も
ら
っ
た
り
、
農
家
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
実
施
し
た
り
、
田
舎
マ

ッ
プ
を
作
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
と
活
動

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
税
務
課
に

異
動
に
な
り
、
３
年
前
か
ら
道
の
駅
地

内
に
発
祥
交
流
館
を
整
備
す
る
た
め
の

計
画
・
運
営
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」、
正
直
言

っ
て
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
昨
年
10
月
に
受
講
し

た
財
団
法
人
・
都
市
農
山
漁
村
活
性
化

機
構
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
ス
ク
ー
ル
で
、
よ

う
や
く
ピ
ン
と
来
ま
し
た
。要
す
る
に
、

18
年
前
か
ら
一
生
懸
命
夜
を
徹
し
て
議

論
し
、
町
内
で
実
施
し
て
き
た
参
加
型

の
イ
ベ
ン
ト
や
、
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、「
な
ん

だ
、
今
、
自
分
た
ち
の
町
で
や
っ
て
い

る
こ
と
で
は
な
い
か
」
と
。

　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
認
定
を
得
た

後
、
上
級
資
格
の
養
成
講
座
に
参
加
、

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
認
定
を
受
け
、
そ
こ
で
得
た

知
識
や
技
術
を
仕
事
に
発
揮
し
て
い
ま

す
。
幸
い
こ
の
分
野
へ
の
取
り
組
み
が

早
か
っ
た
町
な
の
で
林
業
振
興
会
の
メ

ン
バ
ー
な
ど
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
プ
ロ
は
町
内
に
沢
山
お
ら
れ
ま
す
。

自
分
の
役
割
は
舞
台
と
な
る
自
然
や
そ

グリーンツーリズム（自然体験型観光）に積極的に取り組む阿武町の仕掛人

佐村 秀典 氏

山
口
県
第
１
号
の
「
む
ら
ま
ち
交

流　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
18
年

前
か
ら
始
め
て
い
た
。

（40歳）

道の駅阿武町
むらまち交流ステーション

◇プロフィール
阿武町生まれ
萩高校から大阪の大学を卒業後、
阿武町役場に。グリーンツーリズ
ム・コーディネーター（財団法人 
都市農山漁村活性化機構認定）

の
道
の
名
人
た
ち
を
、
都
市
部
の
人
々

に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
で
す
。

　

先
日
、「
小
菊
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

ま
し
た
。
通
常
で
は
材
料
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
わ
が
町
で
は
畑
で
小
菊

を
採
取
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま

す
。自
然
相
手
な
の
で
雨
も
降
り
ま
す
、

で
も
合
羽
一
枚
あ
れ
ば
す
む
話
な
ん
で

す
。
ま
た
、
そ
れ
が
本
当
の
自
然
体
験

だ
と
思
い
ま
す
。
今
年
だ
け
で
も
通
算

で
30
件
以
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
「
む
ら
む
ら
交
流
」
と

題
し
て
、
同
じ
町
内
で
山
手
の
人
が
、

海
手
の
人
を
招
い
て
の
タ
ケ
ノ
コ
堀
体

験
や
、
そ
の
逆
の
モ
ズ
ク
採
取
体
験
な

ど
も
や
っ
て
お
り
、
町
内
同
士
の
交
流

も
盛
ん
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
充
分
、
都
市
部
の
人

た
ち
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
な
り
得
ま
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
活
動
を

通
し
て
、
つ
く
づ
く
「
人
が
大
事
」
と

い
う
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
ど
ん
な
に
素

晴
ら
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
に
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
の
人
間
性
と

い
う
か
人
柄
が
、
参
加
者
の
満
足
度
を

は
っ
き
り
と
左
右
し
ま
す
。「
交
流
の

笑
顔
が
ス
テ
キ
」
を
合
言
葉
に
、
ス
タ

ッ
フ
も
参
加
者
も
一
緒
に
な
っ
て
楽
し

め
る
、
そ
ん
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
交
流
の
笑
顔
が
ス
テ
キ
」
を

合
い
言
葉
に
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今
年
の
お
歳
暮
は
、

　
ふ
る
さ
と
萩
の
名
産
を
。

　
お
歳
暮
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
の
た
め
に
、
あ
れ
こ
れ

と
商
品
選
び
を
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
冬

の
時
期
の
贈
答
に
適
し
た
萩
の
代
表
的
な
名
産
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
お
歳
暮
は
、

　
ふ
る
さ
と
萩
の
名
産
を
。

　 萩 の 名 産 品 の
数々を手軽にオン
ラインショッピン
グ。贈答に最適な
商品もたくさんあ
ります。

産 地 直 送 便
on line shopping

http://www.city.hagi.yamaguchi.jp/portal/kau/oonline/アドレス

一夜干し製品
　豊かな北浦で漁獲される旬の地魚を素材に、新鮮なうちに一夜干
に加工した商品です。特に冬の時期に人気の高い魚種が、ふぐ一夜
干と、のどくろ一夜干、そして名物キンタロウの丸干しです。その
他、アマダイ開きやカレイの一夜干なども人気の魚種です。各製造
元が 3,000 円程度からオリジナルのセットを用意しています。

粒ウニ
　初夏に漁期が限定されているバフンウニを素材とした瓶詰め商
品。１瓶で約 30個のバフンウニを使用、ほとんどの製造工程が手
作業のため、１本 2,500 円程度と、ちょっと価格の張る商品ですが、
まさに逸品です。ちょうど製造後３か月以降が熟成が進み食べ頃と
なりますので、冬のご贈答にはピッタリの商品です。

ふぐ鍋
　山口県名物のフグ鍋をセットにした商品です。最高級のトラフグ
を使用したものから、庶民のフグと呼ばれるカナトフグまで、価格
帯にはバリエーションもあります。また鍋用だけでなく、てっさや
湯引き、唐揚用のぶつ切りをセットした商品も人気があります。

萩の焼きぬき蒲鉾
　エソなど地物の天然魚を原料とした、萩
名産焼き抜き蒲鉾・ちくわです。当地独特
の焼きぬき製法による弾力のある食感と、
深い味わいが自慢の商品です。ご贈答の定
番商品として、人気を集めています。

萩の地酒
　萩地区には 14軒の造り酒屋が今も伝
統の製法を守り、美味しい地酒を生み出
しています。いずれの銘柄も、阿武川の
清浄な伏流水と、地元産の醸造米を原料
とし、熟練の技で磨きを掛けた銘酒です。

萩発ふるさとおさかな便
　萩のお魚を全国発送できるサイト

http://www.d1.dion.ne.jp/~sun0399/

萩ふるさと宅配便 http://www.hagikura.com/

　萩の名産品の数々を全国発送しています

みどりや http://www.mishimaushi.com/index.htm

　見島牛・見蘭牛の専門サイト

椙八商店 http://ww5.tiki.ne.jp/~sugihati/

　一夜干やいりこなどの海産物専門サイト

たつち商店
　干物や海草など萩の海産物のサイト

http://www.joho-yamaguchi.or.jp/tatuchi//

電子本舗【はぎ】 http://www.haginet.ne.jp/users/hagi/

　萩青年会議所が運営する萩の名産特産サイト

たけなか http://www.hagi-s.com/takenaka/

　夏みかんゼリー「柑乃雫」など、夏みかん製品のサイト

萩しーまーとモール http://www.kfdlab.com/~fish/

　「道の駅」萩しーまーとの総合ショッピングモール

彩陶庵 http://www.saitoan.com/

　萩焼の専門サイト

山口地ビール株式 http://www.hagibeer.co.jp/

　萩の地ビール「Cyonmage」の販売 

株式会社柚子屋本店 http://www.sonjuku.co.jp/

　地ビール「村塾」　夏みかん加工食品、ぽん酢を直売

■具体的な商品の内容や価格については、下記の萩の名産インターネットショッピングサイトをご覧ください。
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会
員
か
ら
の
お
便
り

め
ー
る
ぼ
っ
く
す

■
第
53
号
に
は
、
萩
市
郷
土
博
物
館
の
樋
口
尚
樹
様
が
、

私
の
先
祖
の
楢
崎
彌
八
郎
の
こ
と
を
お
書
き
い
た
だ
き
嬉

し
く
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
あ
の
母
・
妹
・
妻
に
宛
て
た

手
紙
は
、
私
が
宇
部
在
住
中
に
博
物
館
に
寄
託
し
た
も
の

で
す
。
父
は
号
を
鉄
香
と
い
い
、
日
本
画
家
で
、
特
に
萩

焼
の
諸
先
生
が
た
や
、
高
台
亭
等
旅
館
・
料
亭
と
親
し
く

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
先
祖
と
と
も
に
川
島
の
善
福
寺

に
眠
っ
て
お
り
ま
す
。
少
年
時
代
に
遊
ん
だ
菊
ヶ
浜
や
、

住
ん
で
い
た
東
田
町
の
界
隈
が
懐
か
し
く
、
毎
号
貴
紙
を

隅
か
ら
隅
ま
で
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。（
抜
粋
）

（
京
都
府
京
都
市　
栖
崎　
剛
）

「
さ
さ
な
み
豆
腐
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
当
選
者
か
ら

■
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
毎
号
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
９
月
号
で
ご
紹
介
く
だ
さ
っ
た
土
山
豆
腐

店
の
さ
さ
な
み
豆
腐
。
豆
腐
大
好
き
人
間
の
私
ど
も
と
し

て
、
東
京
で
佐
々
並
の
美
味
し
い
豆
腐
の
味
が
賞
味
で
き

れ
ば
と
思
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
応
募
す
る
次
第
で
す
。

（
東
京
都
世
田
谷
区　
野
崎　
靖
央
）

■
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
皆
様
、
い
つ
も
萩
の
香
り
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
萩
よ
り
大
阪
の
方
が
長
く
な
っ
た

の
で
す
が
、
や
は
り
田
舎
の
心
が
強
く
て
、
い
つ
も
萩
と

共
に
人
生
を
送
っ
て
い
ま
す
。
４・５
年
に
一
回
し
か
帰
れ

ま
せ
ん
が
、
以
前
帰
郷
の
時
、
さ
さ
な
み
豆
腐
を
求
め
ま

し
た
が
品
切
れ
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ぜ
ひ
食
し
て
み

た
い
で
す
。

（
大
阪
府
大
阪
市　
菊
崎　
厚
子
）

■
名
古
屋
に
住
ん
で
15
年
、
故
郷
は
い
い
も
の
で
す
。
萩

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。
な
か
な
か
帰

郷
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
帰
っ
た
時
は
必
ず
佐
々
並
に
よ
り
、

さ
さ
な
み
豆
腐
を
買
っ
て
帰
り
ま
す
。
今
回
の
記
事
で
ま

す
ま
す
さ
さ
な
み
豆
腐
の
フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

（
愛
知
県
知
多
市　
藤
田　
睦
美
）

　

64
人
出
席
。
会
長
が
齋
藤
正
美
さ

ん（
昭
和
24
年
卒
）か
ら
東
章
さ
ん（
昭

　

約
４
３
０
人
出
席
。
川
原

輝
彦
理
事
長
、
山
根
多
野
眞

路
校
長
の
挨
拶
に
続
き
、
長

年
同
窓
会
に
携
わ
っ
た
瀬
上

進
さ
ん
が
感
謝
状
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
瀬
上
さ
ん
は「
最

山口指月会総会
翠山莊（山口市）

10月 18日

たちばな会総会
萩商業高校体育館（萩市）

10月 18日

広島指月会総会
ホテルグランヴィア広島（広島市）

9月 20日 東京指月会総会
日本工業倶楽部（千代田区）

10月 18日

近
病
気
を

患
い
ま
し

た
が
、
同

窓
会
に
参

加
で
き

て
う
れ
し
い
。
今
後
も
こ
の
同
窓
会
を
永
く
盛
ん

に
し
て
ほ
し
い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
懇
親
会

で
は
萩
・
松
陰
隊
に
よ
る
「
よ
さ
こ
い
」
が
披
露

さ
れ
迫
力
の
あ
る
踊
り
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
事
務
局
０
８
３
８・２
５・７
２
２
７

　
１
８
０
人
出
席
。
今
年
は
４
月

に
新
装
さ
れ
た
日
本
工
業
倶
楽
部

で
４
年
ぶ
り
の
開
催
。
会
場
の
大

ホ
ー
ル
は
以
前
の
風
格
を
そ
の
ま

ま
再
現
、
旧
交
を
温
め
る
に
は
絶

好
の
場
。
国
際
放
送
賞
を
受
賞
さ

れ
た
萩
市
在
住
の
写
真
家
・
下
瀬

信
雄
氏
（
萩
高
17
期
）
を
迎
え
、

懐
か
し
い
萩
の
風
景
が
映
っ
て
い

る
受
賞
Ｃ
Ｍ
作
品
の
上
映
が
あ
り

　

40
人
出
席
。
会
長
の
楊
井
昭
夫

さ
ん
（
昭
和
32
年
卒
）
は
６
月
に

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
を
退
職
さ

れ
、
８
月
萩
に
帰
郷
。（
４
ペ
ー

ジ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
）。
福
引

で
は
出
席
者
全
員
に
夏
み
か
ん
菓

子
や
ゴ
ボ
ウ
巻
き
な
ど
萩
の
特
産

品
が
当
た
り
ま
し
た
。
事
務
局
は

大
阪
に
転
勤
さ
れ
た
赤
崎
辰
也
さ

ん
（
昭
和
54
年
卒
）
が
引
き
続
き
、

０
８
２・８
７
０・２
０
８
１

ま
し
た
。
新
企
画
と
し
て
、
卒
業
後
40
、
50
周
年
を

迎
え
た
出
席
者
（
萩
高
15
期
、
５
期
）
に
オ
リ
ジ
ナ

ル
萩
焼
・
小
水
盤
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
制
作
は
松

野
龍
司
さ
ん
（
22
期
）。
今
年
の
同
窓
会
引
き
受
け
は

25
期
（
昭
和
48
年
卒
業
）。
文
部
科
学
大
臣
に
就
任
さ

れ
た
ば
か
り
の
河
村
建
夫
代
議
士
（
萩
高
13
期
）
も

出
席
さ
れ
、
乾
杯
の
音
頭
。
事
務
局
は
川
渕
正
臣
企

画
事
務
所
内
０
３・５
８
３
５・４
１
６
１

萩
中
卒
業
生
の
皆
さ
ん

新
会
長
の
東
さ
ん懇親会での「よさこい」披露

全
員
に
当
た
る
福
引

同窓会だより

和
32
年
卒
）
に
交
替
。
会
長
挨
拶
で
「
同
窓
会
が
大
好
き

で
毎
年
出
席
し
て
い
ま
す
。
同
窓
会
に
関
わ
る
こ
と
で
公

私
と
も
に
色
々
と
教
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
恩
返
し
の

つ
も
り
で
、
会
長
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
吉
村
昇
二
さ
ん
（
昭
和
32

年
卒
）
の
司
会
で
ビ
ン
ゴ
が
行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
事
務
局
は
山
口
県
広
報
広
聴
課　
西
公
男（
昭

和
42
年
卒
）
０
８
３・９
３
３・２
５
７
０
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入試区分

■平成 16年度新入学生選抜日程（国際・経営情報学科共通）
選抜方法 出願期間 試験日

11月１日〜 11月 25日

12月１日〜 12月 17日

３月１日〜３月 25日

11月 30日㈰

12月 21日㈰

３月 28日㈰

小論文、面接、書類選考推薦選抜

１月８日〜１月 30日

２月２日〜２月 20日

２月８日㈰

２月 29日㈰
学科試験、書類選考

一般選抜
前期日程

一般推薦

３月18日〜３月 31日

３月１日〜３月 17日

４月３日㈯
３月 21日㈰

小論文、面接、書類選考後期日程

１月12日〜２月６日学科試験、書類選考
※萩国際大学の個別学力
検査等は無し

大学センタ
ー試験を利
用する選抜

前期日程
３月24日〜３月 31日後期日程

市
町
村
合
併
の
動
き

◆
８
月
８
日　
第
８
回
合
併
協
議
会

下
水
道
関
係
事
業
の
取
扱
い

　

１
市
３
町
４
村
で
は
こ
れ
ま
で
公
共
下
水
道
、

農
業
・
漁
業
集
落
排
水
な
ど
の
下
水
道
整
備
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て

は
現
行
事
業
計
画
を
踏
ま
え
新
市
に
お
い
て
計
画

的
な
整
備
を
図
る
、
使
用
料
・
負
担
金
に
つ
い
て

は
現
行
ど
お
り
と
す
る
こ
と
、
な
ど
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

◆
８
月
21
日　
第
９
回
合
併
協
議
会

町
・
字
の
区
域
・
名
称
の
取
扱
い

　
字
の
区
域
及
び
名
称
は
、
現
行
ど
お
り
と
な
り

ま
し
た
。

○
合
併
後
の
具
体
的
表
記

【
大
字
の
あ
る
地
域
】

萩
市
大
字
川
島
○
○
番
地
→
変
更
な
し

阿
武
郡
阿
武
町
大
字
奈
古
○
○
番
地
→
萩
市
大
字

奈
古
○
○
番
地

阿
武
郡
福
栄
村
大
字
福
井
上
○
○
番
地
→
萩
市
大

〜
合
併
協
定
項
目
の
約
半
数
を
確
認
（
合
意
）
〜

　
萩
広
域
市
町
村
合
併
協
議
会
（
法
定
協
議
会
）
は
今
年
の
２
月

に
発
足
、
以
来
月
２
回
程
度
会
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
10
月
９

日
に
は
第
11
回
目
の
会
議
が
行
わ
れ
、
こ
の
時
点
で
43
あ
る
合
併

協
定
項
目
の
う
ち
、
合
併
の
方
式
、
地
方
税
の
取
扱
い
な
ど
21
の

項
目
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
継
続
協
議
と
な
っ
て
い
る
議
会
議
員
の
定
数
及
び
任

期
の
取
扱
い
や
新
市
建
設
計
画
な
ど
が
協
議
さ
れ
、
全
て
の
項
目

の
確
認
が
終
了
し
た
後
に
合
併
協
定
書
の
調
印
、
市
町
村
議
会
の

議
決
、
県
・
国
の
手
続
き
を
経
て
、
新
市
が
誕
生
し
ま
す
。字

福
井
上
○
○
番
地

【
大
字
の
な
い
地
域
】

萩
市
三
見
○
○
番
地
→
変
更
な
し

阿
武
郡
川
上
村
○
○
番
地
→
萩
市
川
上
○
○
番
地

　
住
所
表
示
で
は
、
川
上
村
を
除
き
現
在
の
町
村

名
が
残
り
ま
せ
ん
が
、
新
市
の
支
所
や
小
中
学
校

の
名
称
と
し
て
、
現
在
の
町
村
名
は
残
さ
れ
る
予

定
で
す
。

◆
９
月
26
日　
第
10
回
合
併
協
議
会

学
校
教
育
関
係
事
業
の
取
扱
い

　
新
市
に
お
い
て
新
た
に
設
置
さ
れ
る
教
育
委
員

会
に
対
し
、
地
域
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
組

織
を
当
分
の
間
、
１
市
３
町
４
村
の
区
域
ご
と
に

設
置
す
る
こ
と
、
小
中
学
校
の
通
学
区
域
は
一
部

の
区
域
で
調
整
を
図
っ
た
う
え
で
新
市
に
引
き
継

ぐ
、
高
等
学
校
進
学
奨
学
金
制
度
（
貸
与
）
に
つ

い
て
は
統
一
し
、
新
市
に
引
き
継
ぎ
、
合
併
ま
で

に
貸
与
の
決
定
を
受
け
た
方
は
現
行
ど
お
り
と
す

る
こ
と
、
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　大学案内、出願書類等の請求は、〒７５８─８５８５萩市椿東浦田 5000
番地　萩国際大学学務課（０８３８・２４・４０００）へ

１市３町４村は、平成１７年３月
までの早い時期に合併します！

■倉本昌弘プロが講演とレッスン
〜ゴルフ文化コース説明会開催〜

■大学祭「紅紫祭」
〜テーマ「浦田 5000番地物語」〜

　平成 16年度は、教育システムの全面的な見直しが行われ、従来の
５コースを９コースに再編、「萩陶芸文化」「維新学」「観光経営」「ゴ
ルフ文化」の４コースが新設されました。大学では、意欲的でフロン
ティア精神に溢れた学生を募集しています。

「萩国際大学」学生募集

　10月５日に開催され、同コースに進学を
希望する高校生や地元のアマチュアゴルファ
ーら約 100人が参加しました。

　11月 14日（金）・15日（土）に行われます。
もちまき、ビンゴ、子ども太鼓、現金争奪ク
イズ大会、屋台（日本・中国・韓国・バング
ラディッシュの料理等）、フリーマーケット、
音楽ライブなど多彩な催しがあります。
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大
阪
市
で
行
わ
れ
た
世
界
柔
道
選
手

権
女
子
78
㎏
級
で
４
連
覇
を
達
成
し
た

警
視
庁
の
阿
武
教
子
選
手
が
、
出
身

地
の
福
栄
村
役
場
と
萩
市
役
所
を
訪

れ
、
野
村
興
兒
萩
市
長
、
末
永
昇
福
栄

村
長
ら
に
優
勝
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
野
村
萩
市
長
か
ら
「
４
連
覇
お
め
で

と
う
」
と
祝
福
さ
れ
る
と
、
阿
武
選
手

　

国
土
交
通
省
が
今
年
度
か
ら
実
施

す
る
「
観
光
交
流
空
間
づ
く
り
モ
デ

ル
事
業
」
の
対
象
地
域
と
し
て
、
９

月
12
日
、
全
国
で
８
地
域
が
選
定
さ

れ
、
西
日
本
で
は
唯
一
、「
萩
・
益
田
・

津
和
野
」
地
域
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
国
土
交
通
省
が
所

管
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
ハ
ー

ド
施
策
と
、
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展

開
な
ど
の
ソ
フ
ト
施
策
の
両
面
か
ら
、

先
進
的
な
観
光
地
づ
く
り
を
総
合
的
、

重
点
的
に
整
備
す
る
も
の
で
、
全
国

17
地
域
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
省
で
各
地
域
か
ら
提
出
さ
れ
た

振
興
計
画
や
、
一
般
か
ら
の
投
票
も

受
け
付
け
審
査
し
た
結
果
、
地
域
の

地
域
の
観
光
戦
略
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ

は
「
決
勝
は
連
覇
が
か
か
っ
て
い
た
の

で
、
ち
ょ
っ
と
肩
に
力
が
入
っ
た
。
優

勝
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
ホ
ッ
と
し
た

表
情
を
見
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
の

ア
テ
ネ
五
輪
に
向
け
、「
４
月
の
最
終

選
考
会
に
気
持
ち
を
緩
め
ず
に
臨
み
、

代
表
を
勝
ち
と
り
、
金
メ
ダ
ル
を
目
指

し
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

阿
武
選
手
、
世
界
柔
道
Ｖ
４
報
告

ィ
と
創
意
・
工
夫
を
有
す
る
と
と
も

に
地
域
の
観
光
の
魅
力
や
観
光
客
を

迎
え
入
れ
る
体
制
が
観
光
地
と
し
て

発
展
の
可
能
性
が
高
い
地
域
と
し
て
、

全
国
で
「
萩
・
益
田
・
津
和
野
」
地

域
を
含
む
８
地
域
が
選
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
萩
・
益
田
・
津
和
野
地
域
」
の
観

光
交
流
空
間
づ
く
り
の
テ
ー
マ
は
下

表
の
と
お
り
。
計
画
期
間
は
平
成
15

年
度
か
ら
の
５
年
間
。
益
田
市
、
津

和
野
町
と
連
携
を
強
化
し
た
観
光
交

通
の
改
善
や
観
光
情
報
発
信
の
強
化
、

観
光
基
盤
の
整
備
な
ど
、
広
域
的
な

観
光
地
づ
く
り
に
向
け
て
の
国
の
支

援
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

国
の
観
光
交
流
空
間
モ
デ
ル
事
業

「
萩
・
益
田
・
津
和
野
」
地
域
を
選
定

西
日
本
か
ら
は
唯
一

　
萩
陶
芸
大
リ
ー
グ
は
、
萩
陶
芸
家
協

会
が
後
継
者
の
確
保
育
成
、
業
界
の
活

性
化
を
目
的
に
今
年
初
め
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
前
期
課
程
は
８
月
18
日
か
ら

10
日
間
の
日
程
で
、
全
国
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
50
人
の
受
講
生
が
市
内
の
萩
焼

窯
元
に
10
日
間
弟
子
入
り
し
、
陶
芸
家

24
人
か
ら
熱
心
な
指
導
を
受
け
な
が
ら

制
作
に
励
み
ま
し
た
。

　
開
講
式
で
は
、受
講
生
を
代
表
し
て
、

楠
本
景
子
さ
ん
（
23
歳
、
京
都
市
）
と

吉
野
瞬
さ
ん
（
17
歳
、広
島
市
）
が
「
一

生
懸
命
に
土
を
練
り
、
さ
わ
や
か
に
ろ

く
ろ
を
回
し
、
力
い
っ
ぱ
い
作
品
を
作

り
ま
す
。
窯
の
掃
除
や
草
む
し
り
も
い

と
い
ま
せ
ん
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
の
弟
子
入

り
宣
言
を
し
ま
し
た
（
写
真
下
）。

　
前
期
閉
講
式
で
は
、
50
人
の
受
講
生

が
作
っ
た
茶
わ
ん
や
オ
ブ
ジ
ェ
等
を
協

会
会
長
の
12
代
三
輪
休
雪
さ
ん
が
「
造

形
的
で
面
白
い
」、「
い
い
雰
囲
気
だ
」

な
ど
と
１
つ
１
つ
講
評
し
ま
し
た
。

　
楠
本
さ
ん
は
「
10
日
間
は
色
々
な
も

の
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
、
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
吸
収
で
き
て
充
実
し
て
い
ま

し
た
。
窯
た
き
が
楽
し
み
」
と
自
ら
が

制
作
し
た
茶
わ
ん
を
前
に
、
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
（
写
真
上
）。
他
の
受

講
生
も「
プ
ロ
作
家
と
直
接
話
が
で
き
、

多
く
の
人
と
知
り
合
い
に
な
れ
て
よ
か

っ
た
」、「
生
徒
で
は
な
く
、
弟
子
と
い

う
関
係
で
先
生
の
仕
事
場
へ
入
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
が
、
仕
事
と
し
て
陶
芸

を
や
っ
て
い
く
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
つ

な
が
っ
た
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
貴
重
な

体
験
と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

今
後
後
期
課
程
（
11
月
22
〜
24
日
）

と
し
て
、
萩
市
内
の
城
山
窯
の
登
り
窯

を
使
用
し
た
窯
た
き
実
習
を
行
い
、
前

期
課
程
で
制
作
し
た
作
品
を
焼
き
上
げ

ま
す
。

目
指
せ
！
プ
ロ
の
陶
芸
家

萩
陶
芸
大
リ
ー
グ

前
期
課
程
（
８
／
18
〜
27
）
終
了

写真左から楠本さんと吉野さん

日本の歴史・日本のふるさとに出会おう
〜中世・近世のロマンが息づくまち〜

①明治維新、石見神学、鷺舞〜日本の歴史・文化体験ゾーン〜
　近世の都市遺産ともいえる町並みや明治維新の歴史文化、伝統
文化（石見神楽・大名行列）、伝統工芸（萩焼・和紙）など
②日本海、清流、里山〜日本の田舎体験ゾーン〜
③地域の人との出会い、触れ合い〜住民の手による体験ゾーン〜
④地域と地域が手を結ぶ〜トライアングル観光ゾーン〜
　雪舟（益田）、喜多川歌磨・東州斎写楽等の６大浮世絵師（萩）、
葛飾北斎（津和野）、安野光雅（津和野）、森英恵（益田）など
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そ
も
そ
も
の
キ
ッ
カ
ケ
は
、
萩
城
下

町
エ
リ
ア
の
入
口
に
あ
る
中
原
さ
ん
の

人
力
車
小
屋
に
、
大
き
な
手
書
き
の
城

下
町
地
図
の
看
板
が
あ
っ
た
こ
と
。
吉

井
さ
ん
が
こ
の
地
図
を
見
て
、「
手
持

ち
の
地
図
に
し
て
も
っ
と
沢
山
の
観
光

客
に
利
用
し
て
も
ら
え
た
ら
・
・
」
と

思
い
立
っ
て
、
中
原
さ
ん
と
白
田
さ
ん

に
声
を
掛
け
た
こ
と
が
始
ま
り
。
地
図

の
作
成
資
金
捻
出
の
た
め
と
、
な
る
べ

く
多
く
の
方
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た

め
に
、
３
人
で
分
担
し
て
、
エ
リ
ア
内

の
商
店
主
に
声
を
掛
け
て
廻
り
ま
し

た
。
概
ね
９
割
の
商
店
主
が
快
諾
、
こ

の
９
月
末
に
地
図
が
完
成
し
ま
し
た
。

原
画
は
中
原
さ
ん
、
毎
日
人
力
車
を
引

い
て
城
下
町
を
見
て
い
る
だ
け
に
正
確

こ
の
上
な
し
、
そ
の
原
画
を
白
田
さ
ん

が
パ
ソ
コ
ン
で
画
像
処
理
、
そ
れ
ぞ
れ

の
得
意
分
野
を
生
か
し
た
連
携
プ
レ
ー

の
産
物
で
し
た
。
今
回
は
２
万
部
を
印

刷
、
来
年
１
月
ま
で
に
は
第
二
弾
の
地

図
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。

　
地
図
作
成
以
外
に
も
、
こ
の
地
区
の

盛
り
上
げ
の
た
め
、
い
ろ
ん
な
プ
ラ
ン

を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

現
在
復
元
工
事
中
の
久
保
田
家
。
市
の

街
歩
き
之
図
は

連
携
プ
レ
ー
の
産
物

吉
井
貞
夫
氏
（
畔
亭
）

夢 追 人 夢 追 人 夢 追 人 夢 追 人 
　
城
下
町
エ
リ
ア
の
商
店
主
27
人
で
組
織
さ
れ
る
「
萩
城
下
町
盛
り
上
げ
隊
」
が

今
年
８
月
10
日
に
発
足
式
を
行
い
、
こ
の
度
、
そ
の
活
動
第
一
弾
と
し
て
「
萩
城

下
町　
街
歩
き
之
図
・
其
の
一
」
が
完
成
。
萩
市
観
光
協
会
や
役
所
の
観
光
課
な

ど
市
内
の
主
要
ス
ポ
ッ
ト
で
無
料
配
布
、
エ
リ
ア
内
の
飲
食
店
や
お
土
産
店
、
そ

し
て
横
丁
名
や
筋
名
が
記
載
さ
れ
、
わ
か
り
易
い
と
評
判
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
「
盛
り
上
げ
隊
」
の
中
心
と
な
っ
て
活
動
す
る
、
吉
井
さ
ん
、
中
原
さ
ん
、

白
田
さ
ん
の
３
人
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

萩
城
下
町
盛
り
上
げ
隊

観
光
課
で
も
活
用
方
法
を
検
討
中
と
の

こ
と
で
す
が
、
例
え
ば
、
江
戸
〜
明
治

に
か
け
て
の
貸
衣
装
を
用
意
し
、
観
光

客
に
着
て
い
た
だ
く
と
か
、
地
酒
・
地

ビ
ー
ル
を
味
わ
え
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
パ
ブ

に
す
る
と
か
、
定
期
的
に
落
語
な
ど
の

催
し
を
実
施
す
る
と
か
、
ま
た
、
来
年

か
ら
は
新
博
物
館
の
完
成
で
観
光
客
が

多
く
な
る
の
で
、
こ
の
エ
リ
ア
専
門
の

ガ
イ
ド
を
常
駐
さ
せ
る
と
か
、
ア
イ
デ

ア
は
一
杯
で
て
き
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

こ
の
エ
リ
ア
の
イ
ベ
ン
ト
し
て
、
ひ
な

祭
り
に
時
期
に
は
、
各
商
店
が
持
っ
て

い
る
古
い
雛
人
形
な
ど
の
お
宝
を
お
店

に
展
示
し
た
り
な
ど
、
地
域
の
商
店
主

や
住
民
が
い
ろ
い
ろ
協
力
す
る
こ
と
で

楽
し
い
催
し
が
可
能
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

　
現
在
の
会
員
は
地
区
内
の
商
店
主
が

中
心
で
す
が
、
一
般
の
地
区
住
民
の
皆

様
に
も
声
を
掛
け
て
、
一
緒
に
こ
の
地

区
を
盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら
と
い
う
思

い
も
あ
り
ま
す
。
萩
市
全
体
と
な
る
と

ち
ょ
っ
と
ぼ
や
け
て
し
ま
っ
て
、
ピ
ン

と
来
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
自
分

の
住
ん
で
い
る
こ
の
地
区
単
位
で
の
活

動
な
の
で
、
身
近
な
課
題
だ
し
、
一
緒

に
知
恵
を
絞
っ
て
い
く
こ
と
で
、
住
民

の
皆
さ
ん
に
も
、
必
ず
プ
ラ
ス
に
な
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
実
際
、今
回
の「
盛

り
上
げ
隊
」
を
キ
ッ
カ
ケ
に
、
歩
い
て

中
原
省
吾
氏（
俥
宿
天
十
平
）

白
田
豊

氏（
萩
焼
彩
陶
庵
）

副
会
長

会
長

事
務
局
長

▲完成した地図を持って、吉井さんが経営する畔亭の
庭園で。(左から　中原さん・吉井さん・白田さん )

◀
萩
城
下
町　
街
歩
き
之
図
其
の
一

い
て
挨
拶
を
し
た
り
、
挨
拶
さ
れ
た

り
、
ち
ょ
っ
と
立
ち
話
を
し
た
り
、
と

い
う
こ
と
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
人
と
人
と
が
つ
な
が
っ
て
、
新

し
い
も
の
が
生
ま
れ
て
い
く
、
小
さ
な

エ
リ
ア
だ
け
に
、
そ
ん
な
こ
と
を
実
感

す
る
毎
日
で
す
。

■
萩
城
下
町
・
街
歩
き
之
図
は
年
３
回

発
刊
予
定
。

問
い
合
わ
せ　
萩
城
下
町
盛
り
上
げ
隊

（
０
８
３
８・
２
２・
１
７
５
５
）
畔
亭

吉
井
ま
で

ま
だ
ま
だ
ア
イ
デ
ア

い
っ
ぱ
い

住
民
を
含
め
て
城
下

町
を
盛
り
上
げ
た
い
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山
口
県
立
萩
美
術
館・
浦
上
記
念
館
だ
よ
り

原
始
土
器
の
美
展

11
月
１
日
〜
平
成
16
年
２
月
１
日

開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
休

館
日　
月
曜
日

入
場
料　

一
般
７
０
０
円
、
学
生

５
０
０
円

萩　芸術・文芸の広場

素
子
に
捧
げ
る
レ
ク
イ
エ
ム

坂
高
麗
左
衛
門
展

　
坂
さ
ん
（
54
歳
）
は
、
昨
年
９
月
に

妻
素
子
さ
ん
を
白
血
病
で
亡
く
し
て
か

ら
一
周
忌
に
あ
た
る
今
年
、
素
子
さ
ん

の
生
前
の
願
い
で
も
あ
っ
た
地
元
萩
で

初
め
て
の
個
展
「
素
子
に
捧
げ
る
レ
ク

イ
エ
ム　

坂
高
麗
左
衛
門
展
」（
９
月

26
日
〜
10
月
２
日
）
を
ぎ
ゃ
り
ぃ
彩
陶

庵
（
萩
市
呉
服
町
）
で
開
き
ま
し
た
。

「
萩
で
生
ま
れ
萩
で
育
っ
た
妻
は
、
自

然
が
大
好
き
で
し
た
。
春
は
、
桃
色
眩

し
い
玄
関
先
の
満
開
の
桜
の
下
で
の
御

花
見
弁
当
を
・
・
。
夏
は
、
群
青
の
日

本
海
で
泳
ぎ
夕
闇
で
の
花
火
大
会
・・
。

秋
は
、
茜
色
に
燃
え
る
庭
先
の
モ
ミ
ジ

の
紅
葉
と
秋
吉
台
で
ス
ス
キ
狩
り
・・
。

冬
に
は
、
プ
ラ
チ
ナ
に
輝
く
深
山
で

の
ス
キ
ー
と
・
・
。
日
本
の
四
季
折
々

に
、
に
こ
や
か
な
妻
の
笑
顔
が
あ
り
ま

し
た
。」

　
で
き
あ
が
っ
た
作
品
は
、
桜
や
ス
ス

キ
を
あ
し
ら
っ
た
絵
付
け
の
茶
碗
。
ま

さ
に
素
子
さ
ん
と
の
思
い
出
、
人
柄
が

つ
ま
っ
た
作
品
の
数
々
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

萩陶芸家協会選抜展
世田谷美術展にて開催

　10月21日から26日まで、吉田松陰ゆかりの萩市・
世田谷区友好交流事業の一環として、東京都世田谷
美術館にて「萩陶芸家協会選抜展」が開催されました。
　今年１月に同美術館で開催した萩陶芸家協会新鋭
展（７人）に引き続き開催されたもので、萩陶芸家
協会選抜の萩焼作家７人、金子信彦、植草達郎、小
田光治、兼田佳炎、中村眞一、野坂和左、ベアティル・
ペアソンの伝統の茶碗からオブジェまで、現代の萩
焼が幅広く紹介されました。 ▲桜と月があしらわれた茶碗

▶
妻
素
子
さ
ん
に
見
守
ら
れ
て
、

作
品
を
手
に
彩
陶
庵
に
て

　
本
展
覧
会
で
は
、
山
東
省
博
物
館
と

山
東
省
文
物
考
古
研
究
所
が
所
蔵
す
る

大　
口
遺
跡
の
紅
陶
灰
陶
、
黒
陶
、
白

陶
、
彩
陶
、
と
い
っ
た
土
器
１
０
６
点

を
通
し
て
、
中
国
文
明
揺
籃
期
の
製
陶

技
術
と
造
形
力
を
紹
介
し
ま
す
。

※
11
月
１
日
〜
７
日
ま
で
の
教
育
文
化

週
間
は
無
料

問
い
合
わ
せ　

山
口
県
立

萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

（
０
８
３
８・２
４・２
４
０
０
）

萩開府 400年特別月間
（平成16年10月 30日〜11月 21日）

■山口県立萩美術館・浦上記念館
●萩開府400年記念陶芸展（仮称）

10月 30日（土）〜 11月 28日（日）

●新博物館開館式　　　　　　　　11月11日（木）
●新博物館開館記念特別展（仮称）「毛利輝元と萩
開府」　　　　　　1月11日（木）〜12月10日（金）

■新博物館

■その他
●萩往還1,000 人ウォーク

11月６日（土）、７日（日）
●毛利輝元公銅像除幕式　　　　　11月10日（水）
●時代絵巻「萩時代大パレード」　　11月14日（日）
●萩・城下町サミット　　　　　　11月 21日（日）

▲出品した作品「緋華」について説明する萩焼作家・
金子信彦さん
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■
か
ら
た
ち
会
関
東
支
部
総
会

　
か
ら
た
ち
会
関
東
支
部
総
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
15
日
（
土
）
午
後
３
時

〜と
こ
ろ　
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
新
宿

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
51
階　
シ
ャ
ト
ー
51

■
た
ち
ば
な
会
関
東
支
部
総
会

　
た
ち
ば
な
会
関
東
支
部
総
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
28
日
（
金
）
午
後
６
時

30
分

と
こ
ろ　
東
京
都
港
区
南
青
山　
は
あ

と
い
ん
乃
木
坂

■
第
35
回
日
展

　
萩
焼
作
家
・
吉
賀
將
夫
の
作
品
を
は

じ
め
、
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
な
ど
の

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
２
日（
日
）〜
24
日（
月
）

と
こ
ろ　
東
京
都
台
東
区　
東
京
都
美

術
館

■
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
０
３

　
島
の
祭
典
で
、
萩
諸
島
の
魅
力
が
Ｐ

Ｒ
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
22
日（
土
）〜
23
日（
日
）

と
こ
ろ　
東
京
都
豊
島
区
池
袋　
池
袋

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館
２
階

■
現
代
日
本
の
陶
芸
〜
受
容
と
発
信

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

　
萩
焼
作
家
・
兼
田
昌
尚
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
20
日（
木
）〜
25
日（
火
）

と
こ
ろ　
東
京
都
港
区
白
金
台　
東
京

都
庭
園
美
術
館

■
12
代
休
雪
襲
名
披
露
展
「
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
★
」

　
今
年
４
月
萩
焼
の
12
代
三
輪
休
雪
を

襲
名
し
た
三
輪
龍
作
氏
（
萩
陶
芸
家
協

会
会
長
）
の
襲
名
披
露
展
。
出
品
作
品

は
奈
良
、正
倉
院
収
蔵
の
ガ
ラ
ス
碗
「
白

瑠
璃
碗
」
を
ヒ
ン
ト
に
、
自
ら
の
精
神

や
美
意
識
を
注
入
し
て
全
面
金
彩
に
仕

上
げ
た
作
品
40
点
。

と　
き　
11
月
26
日
（
水
）
〜
12
月
２

日
（
火
）

と
こ
ろ　
東
京
都
中
央
区　
日
本
橋
高

島
屋

■
守
繁
栄
徹
・
徹
父
子
展

　
萩
焼
作
家
・
守
繁
栄
徹
、
守
繁
徹
の

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
12
月
３
日（
水
）〜
９
日（
火
）

と
こ
ろ　
富
山
県
富
山
市　
富
山
大
和

■
望
雲　
光
の
共
鳴

　

大
屋
窯
の
濱
中
史
朗
の
陶
芸
作
品
、

浜
中
孝
子
の
シ
ル
バ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
20
日（
木
）〜
26
日（
水
）

午
前
11
時
〜
午
後
８
時

と
こ
ろ　
福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神

警
固
神
社
内　
望
雲

■
た
ち
ば
な
会
下
関
支
部
総
会

　
た
ち
ば
な
会
下
関
支
部
総
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
29
日
（
土
）
午
後
６
時

〜と
こ
ろ　
下
関
市
彦
島　
南は

え
ど
ま
り

風
泊
活
魚

セ
ン
タ
ー

■
萩
焼
新
進
作
家
展

　
萩
焼
作
家・濱
中
史
朗
、
玉
村
信
一
、

松
尾
優
子
を
含
む
６
人
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
５
日（
水
）〜
10
日（
月
）

と
こ
ろ　
下
関
市　
下
関
大
丸

■
山
口
県
立
美
術
館
の
常
設
展

●
萩
の
茶
陶

と　
き　
１
月
12
日
（
月
）
ま
で

と
こ
ろ　
山
口
市
亀
山
町　
山
口
県
立

美
術
館

■
彩
陶
庵
の
企
画
展

●
野
坂
康
起
展
（
山
口
県
指
定
無
形
文

化
財
萩
焼
保
持
者
認
定
記
念
）

　
人
柄
そ
の
も
の
の
優
し
く
温
か
い
作

品
は
、
今
ま
さ
に
円
熟
の
域
に
達
し
て

い
ま
す
。
県
内
初
個
展
。
新
作
約
40
点

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
７
日（
金
）〜
13
日（
木
）

●
三
輪
和
彦
個
展

　
萩
焼
作
家　
三
輪
和
彦
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
１
月
23
日（
金
）〜
29
日（
木
）

と
こ
ろ　
萩
市
呉
服
町　
ぎ
ゃ
ら
り
ぃ

彩
陶
庵（
０
８
３
８・２
５・３
１
１
０
）

■
ギ
ャ
ラ
リ
ー
草
莽
の
企
画
展

●
モ
ノ
ク
ロ
ズ
ム
展

　
萩
生
ま
れ
萩
育
ち
の
井
町
律
子
、
田

村
覚
志
に
よ
る
初
め
て
の
共
同
展
。
銅

版
画
、
木
版
画
と
線
画
の
作
品
約
20
点

を
展
示
。

と　
き　
11
月
８
日（
土
）〜
16
日（
日
）

と
こ
ろ　
萩
市
土
原　
長
屋
門
珈
琲
カ

フ
ェ
テ
ィ
カ
ル
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
草
莽

（
０
８
３
８・２
６・２
９
３
３
）

　
関
東
地
区

　
九
州
地
区

　
萩
市
関
係

　
山
口
県
関
係

第
50
回

日
本
伝
統
工
芸
展

　萩焼作家・岡田裕、波多野善蔵、波多野英生、松尾
操風の作品が展示されます。

金沢展 11月７日（金）〜11月 16日（日） 石川県立美術館
岡山展 11月 20日（木）〜12月７日（日） 岡山県立美術館
松江展 12月10日（水）〜12月24日（木） 島根県立美術館
高松展 １月５日（月）〜１月 18日（日） 香川県文化会館
広島展 １月21日（水）〜２月８日（日） 広島県立美術館
福岡展 ２月11日（祝）〜２月 16日（月） 福岡天神岩田屋
仙台展 ２月24日（火）〜２月 29日（日） 三越仙台店

　萩市在住の画家藤崎恒頼さん（行動美術
協会会員）が指月公園の萩城を描いたデジ
タルリト版画「桜舞う萩城」（額付）を販
売します。
　藤崎さんの略歴は、昭和 59年　安井賞
展　佳作賞受賞、平成 12年　山口県文化
功労賞受賞。
定　価　６万円　　　　販売部数　100部
問い合わせ　行動美術協会会員・藤崎恒頼
アトリエ（０８３８・２６・０６０５）

版画「桜舞う萩城」販売

　
東
北
地
区
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高
樹
の
ぶ
子

■
江
戸
お
留
守
居
役
の
日
記　
山
本
博

文
著

　

由
井
正
雪
事
件
や
支
藩
と
の
対
立
。

萩
藩
士
福
間
彦
右
衛
門
の
日
記
に
、
藩

の
命
運
を
賭
け
て
奮
闘
す
る
外
交
官
の

姿
を
読
む
。

定　
価　
１
１
５
０
円

出　
版　
講
談
社
学
術
文
庫

■
吉
田
松
陰
の
人
間
観　
森
田
惣
七
著

　
松
陰
が
松
下
村
塾
に
お
い
て
大
き
な
教

育
的
成
果
を
あ
げ
得
た
根
源
の
力
と
は
何

か
。
松
陰
の
人
間
観
を
研
究
し
た
書
。

　
１
１
５
ペ
ー
ジ
。

定　
価　
８
０
０
円
（
税
別
）

出　
版　
文
芸
社

■
日
本
の
町
並
み
Ⅱ　
中
国
・
四
国
・
九

州
・
沖
縄
（
３
冊
シ
リ
ー
ズ
の
第
１
弾
）

　

萩
か
ら
は
堀
内
地
区
の
土
塀
と
夏
み

か
ん
、
石
橋
や
板
囲
い
の
洗
い
場
な
ど

に
昔
な
が
ら
の
面
影
を
留
め
て
い
る
藍

場
川
な
ど
の
風
景
を
紹
介
。

　
１
７
１
ペ
ー
ジ
。

萩
・
文
学
散
歩

　
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
９
月
号
で
ご
紹
介

し
た
「
罪
花
」
の
著
者
高
樹
の
ぶ
子
さ

ん
が
、
10
月
３
日
萩
お
も
て
な
し
大
賞

表
彰
式
（
萩
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク


主
催
）
の
記
念
講
演
会
の
演
壇
に
立

ち
、「
や
ま
ぐ
ち
の
心
」
と
題
し
て
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

　
高
樹
さ
ん
は
、
次
回
の
小
説
で
取
り

上
げ
る
萩
出
身
の
画
家
高
島
北
海
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
語
り
ま
し
た
。

　
「
高
島
北
海
は
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ン
シ

ー
に
３
年
間
留
学
し
、
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ

ォ
ー
に
多
大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

当
時
開
国
し
て
間
も
な
い
日
本
と
、
ヨ

　
萩
市
民
大
学
教
養
講
座
で
演
題
に
立

っ
た
作
家・翻
訳
家
の
荒
俣
宏
さ
ん
が
、

毎
日
新
聞
の
夕
刊
連
載
「
荒
俣
宏
の
不

思
議
歩
記
」（
８
月
９
日
）
で
、
萩
の

博
物
学
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
ま
す
。

　
「
萩
と
い
え
ば
、
吉
田
松
陰
は
じ
め

幕
末
の
志
士
た
ち
の
生
家
が
隣
り
合
っ

て
い
る
と
い
う
途
方
も
な
い
街
だ
。
観

光
客
の
目
も
つ
い
つ
い
そ
ち
ら
へ
引
っ

張
ら
れ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
こ
こ
の
市

立
博
物
館
は
歴
史
文
化
系
で
な
く
理
科

系
の
出
目
を
持
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も

萩
の
博
物
館
の
始
ま
り
は
、
私
設
「
田

中
博
物
館
」
だ
っ
た
。
館
長
の
田
中
市

郎
は
明
治
10
年
生
ま
れ
。
長
じ
て
旧
制

萩
中
学
校
教
諭
と
な
り
、
博
物
科
の
講

義
を
担
当
し
た
。
か
た
わ
ら
魚
市
場
に

日
参
し
て
数
々
の
珍
魚
を
発
見
し
、
標

本
を
作
成
し
た
の
だ
が
、
日
本
海
で
は

初
記
録
と
い
わ
れ
る
貴
重
な
種
類
が
た

く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
た
。
昭
和
12
年
、

念
願
の
私
設
博
物
館
を
土
原
に
建
設
し

た
田
中
は
、
ま
す
ま
す
博
物
学
研
究
に

の
め
り
こ
ん
だ
の
だ
が
、
熱
中
し
す
ぎ

た
た
め
か
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
、
昭
和
21

年
に
亡
く
な
っ
た
。
市
は
収
集
品
の
寄

贈
を
受
け
、
あ
ら
た
め
て
熊
谷
町
に
科

学
博
物
館
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
た
。

こ
れ
が
現
在
の
「
萩
市
郷
土
博
物
館
」

で
あ
る
。

　
海
産
生
物
が
お
好
き
だ
っ
た
昭
和
天

皇
も
わ
ざ
わ
ざ
見
物
に
こ
ら
れ
た
と
い

う
か
ら
、
田
中
市
郎
の
収
集
品
は
日
本

田
中
市
郎
の
貴
重
な
標
本

荒
俣
宏
の
不
思
議
歩あ

る
き記

出
版
情
報

ー
ロ
ッ
パ
で
は
大
き
な
格
差
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
北
海
は
、
美
術
の
最

先
端
に
あ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
乗
り
込

み
、
欧
米
人
に
染
ま
る
の
で
は
な
く
、

逆
に
彼
ら
を
染
め
て
帰
っ
て
き
た
人
物

で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
日
本
の
美
を
持

ち
込
ん
だ
人
物
、
彼
の
出
身
は
な
ん
と

私
の
出
身
地
防
府
市
に
近
い
萩
市
で
あ

る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
、
是
非
小
説
に

し
な
く
て
は
、
と
い
う
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。」

　
高
樹
の
ぶ
子
さ
ん
の
次
回
作
は
新
潮

社
の
文
芸
誌
「
新
潮
」
新
年
２
月
号
か

ら
連
載
予
定
で
す
。

▶
田
中
市
郎
著
「
珍
魚
の

譽ほ
ま
れ

」
は
萩
市
郷
土
博
物
館

（
０
８
３
８・
２
５
６
４
４
７
）
に
て

２
０
０
円
（
送
料
１
６
０
円
）
で
販
売

中 じ
ゅ
う
に
知
れ
わ
た
っ
た
に
ち
が
い
な

い
。（
略
）
何
と
い
っ
て
も
す
ば
ら
し

い
の
は
、
深
海
魚
リ
ュ
ウ
グ
ウ
ノ
ツ
カ

イ
の
完
全
標
本
だ
ろ
う
。（
略
）
田
中

市
郎
が
萩
に
残
し
た
完
全
な
標
本
は
、

来
年
新
設
さ
れ
る
市
立
博
物
館
で
展
示

公
開
さ
れ
る
と
い
う
。」

　来年、昭和 19年度生の還暦を記念
し、記念植樹の企画をしました。
　出費多々のことと思いますが、ご賛
同のほどお願いします。
植樹時期　萩開府 400 年記念事業の
中にて時期を萩市に決定してもらう
植樹場所　萩市都市計画課と相談し決定

集金方法　一口 3,000 円。郵便局（口
座番号０１３３０−４−８１３０７　
昭和 19年度生誕還暦記念植樹会）よ
り振込。
期　限　11月 30日
問い合わせ　昭和 19 年度生還暦
記念植樹会（萩市唐樋町 69-2　☎
０８３８・２６・４１４１）

「昭和 19 年度生還暦記念植樹」
のお願い　
〜昭和 19年４月２日より 20年４月
１日生まれまでの皆さんへ〜

テ
レ
ビ
・
映
画
情
報

定　
価　
２
４
０
０
円
（
税
別
）

出　
版　
平
凡
社

■
第
16
回
東
京
国
際
映
画
祭
「
ほ
た
る

の
星
」
上
映

　

萩
市
の
明
倫
小
学
校
も
ロ
ケ
地
と
し

て
撮
影
が
行
わ
れ
た
映
画
「
ほ
た
る
の

星
」
が
東
京
国
際
映
画
祭
で
コ
ン
ペ
作

品
と
し
て
上
映
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
８
日
（
土
）
午
前
10
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
ホ
ー
ル
（
渋

谷
）

■
「
あ
ず
み
」
ビ
デ
オ
化
決
定

　

今
春
大
ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
た
上
戸
彩

主
演
映
画
「
あ
ず
み
」
が
11
月
21
日
に

ビ
デ
オ
化
さ
れ
ま
す
。

　
「
あ
ず
み
」
に
出
演
し
た
萩
出
身
の
俳

優
松
本
実
さ
ん
は
、
来
春
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放

映
さ
れ
る
ド
ラ
マ
（
浅
田
次
郎
「
シ
エ

ラ
ザ
ー
ド
」
原
作
、
反
町
隆
史
主
演
）

の
出
演
が
決
ま
り
、
現
在
国
内
外
で
撮

影
中
。
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萩開府 400年記念 年賀はがき
11月 10日発売！

　
平
成
16
年
（
２
０
０
４
）
11
月
11
日
、
萩
市
の
新
し
い
博
物
館
が
開

館
し
ま
す
。
建
設
地
は
堀
内
３
５
５
番
地
で
、
旧
萩
城
三
の
丸
内
に
あ

り
、萩
藩
主
毛
利
家
一
門
の
大
野
毛
利
家
の
上か
み
や
し
き

屋
敷
跡
に
あ
た
り
ま
す
。

東
側
が
65
・
５
間
（
約
１
２
９
ｍ
）、
西
側
が
65
間
（
約
１
２
８
ｍ
）

ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。

　
『
八
江
萩
名
所
図
画
』
に
は
、
大
野
毛
利
家
屋
敷
地
の
左
端
に
建

物
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
建
物
は
、
大
野
毛
利
家
屋
敷
地
の

南
東
隅
に
位
置
し
て
い
た
隅す
み
矢や
ぐ
ら倉
で
、
昭
和
20
年
代
の
半
ば
ご
ろ

ま
で
残
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
隅
矢
倉
は
新
し
い
博
物
館
の

付
属
施
設
と
し
て
、
古
写
真
や
城
下
町
絵
図
に
描
か
れ
た
姿
図
、

聞
き
取
り
調
査
な
ど
を
も
と
に
、
同
位
置
に
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
隅
矢
倉
の
西
側
、
堀
内
本
町
の
通
り
に
面
し
て
、
大
野

毛
利
家
の
正
面
入
り
口
が
あ
り
ま
し
た
。山
口
県
文
書
館
に
は
、「
浦

日
記
」
と
い
う
江
戸
時
代
の
終
わ
り
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
記

さ
れ
た
萩
藩
重
臣
の
浦
家
の
日
記
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

日
記
の
弘こ
う
か化
２
年
（
１
８
４
５
）
に
、
大
野
毛
利
家
の
正
面
入
り

口
建
物
の
簡
単
な
立
面
図
が
描
か
れ
て
お
り
、
長
屋
門
の
形
式
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
新
博
物
館
の
敷
地
内
へ
入
る
正
面

入
り
口
の
建
物
も
、
こ
の
図
か
ら
推
測
し
て
長
屋
門
の
造
り
と
し

て
い
ま
す
。

　
『
八
江
萩
名
所
図
画
』
に
見
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、
大
野
毛
利
家
の

屋
敷
地
は
、
萩
城
三
の
丸
の
入
り
口
で
、
三
の
丸
の
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
で
あ
っ
た
堀
内
本
町
に
直
結
す
る
中
の
惣
門
に
対た
い
じ峙

し
て

お
り
、
ま
さ
に
萩
城
内
の
要
衝
の
地
に
位
置
し
て
い
た
と
い
え
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萩
市
郷
土
博
物
館　
樋
口
尚
樹

三
の
丸
（
堀ほ
り
う
ち内
）
は
、
萩
城
外
堀
の
内
側
一
帯
の
区
域
を
占
め
、

藩
の
諸
役
所
や
重
臣
た
ち
の
上
屋
敷
が
建
ち
並
ぶ
、
い
わ
ば
藩
の

政
治
の
枢
要
な
地
区
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
萩
城
三
の
丸
と
城
下

と
を
区
画
す
る
外
堀
を
渡
る
と
、
中な
か
の
惣そ
う
も
ん門
が
あ
り
、
惣
門
を
く

ぐ
る
と
、
幅
約
24
ｍ
の
大
馬
場
を
隔
て
、
す
ぐ
目
の
前
に
大
野
毛

利
家
の
屋
敷
地
が
控
え
て
い
ま
し
た
。

　
幕
末
期
に
描
か
れ
た
『
八や
え
は
ぎ

江
萩
名め
い
し
ょ所

図ず
え画

』
を
見
ま
す
と
、
当

時
の
様
子
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
中
の
惣
門
の
右
手
に
、
番
所
が

あ
り
ま
す
。
番
所
に
は
鉄
砲
・
槍
・
捻ひ
ね
り

な
ど
武
器
を
常
備
し
て
お

り
、
こ
こ
で
三
の
丸
に
出
入
り
す
る
通
行
人
を
監
視
し
て
い
ま
し

た
。
特
に
午
後
６
時
か
ら
午
前
６
時
の
夜
間
は
門
を
閉
め
、
通
行

手
形
を
提
示
し
た
う
え
で
、
往
来
が
許
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
の

惣
門
前
に
広
が
る
大お
お
ば
ば

馬
場
は
、
文
字
ど
お
り
当
時
武
士
の
嗜
み
の

一
つ
で
あ
っ
た
馬
術
の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
と
も

に
、
火
災
発
生
時
に
三
の
丸
へ
の
延
焼
を
防
ぐ
防
火
帯
と
も
な
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
中
の
惣
門
か
ら
大
馬
場
を
隔
て
て
、
ま
っ
す
ぐ
に
西
に
の
び
る

通
り
が
堀
内
本
ほ
ん
ち
ょ
う

町
で
す
。
実
は
、
堀
内
本
町
は
江
戸
時
代
に
は
現

在
の
道
幅
よ
り
も
約
２
倍
の
広
さ
が
あ
り
、
参
勤
交
代
の
道
筋
に

も
あ
た
り
、
三
の
丸
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

明
治
維
新
後
、
不
用
と
な
っ
た
堀
内
の
広
大
な
武
家
屋
敷
地
が
桑

畑
や
夏
み
か
ん
畑
に
転
換
し
て
い
く
中
で
、
幅
の
広
い
道
路
も
通

行
量
が
激
減
し
た
た
め
不
用
と
な
り
、
道
幅
の
半
分
を
畑
地
と
し

て
囲
い
込
み
利
用
し
た
の
で
す
。

　
再
び
『
八
江
萩
名
所
図
画
』
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
堀
内
本
町

と
記
さ
れ
た
右
手
が
大
野
毛
利
家
の
屋
敷
地
と
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
大
野
毛
利
家
は
、
三
の
丸
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
堀

内
本
町
の
通
り
に
面
し
て
立
地
し
て
い
ま
し
た
。
大
野
毛
利
家
の

南
側
は
堀
内
本
町
に
面
し
て
お
り
、
こ
こ
が
屋
敷
地
の
表
側
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
屋
敷
地
の
裏
で
あ
る
北
側
は
堀
内
後
う
し
ろ
ち
ょ
う

町
、
東

側
は
大
馬
場
、
西
側
は
猫
ね
こ
の
ち
ょ
う
町
に
そ
れ
ぞ
れ
接
し
て
い
ま
し
た
。

大
野
毛
利
家
の
屋
敷
地
は
、
東
西
南
北
と
も
道
路
に
面
し
た
街
区

割
り
の
一
画
を
占
め
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
広
さ
は
、
宝ほ
う
れ
き暦
元
年

（
１
７
５
１
）
に
描
か
れ
た
城
下
町
絵
図
に
よ
り
ま
す
と
、
表
の
南

側
が
62
間
（
約
１
２
２
ｍ
）、
裏
の
北
側
が
64
間
（
約
１
２
６
ｍ
）、

堀内惣門の図（『八江萩名所図画』）

—
大
野
毛
利
家
屋
敷
地
の
位
置—

Ｔｏｐｉｃｓ

新
博
物
館
建
設
地
、

大
野
毛
利
家
と
屋
敷
地
の
変
遷（
１
）

　萩市では来年の萩開府 400 年を記念して、
「絵入年賀はがき（お年玉付）」を発売します。
図柄は２種類カラー、１枚 50円。
　予約受付は 11 月 1 日から、申し込みは
萩ネットワーク協会事務局（0838・25・
3178）へ。

「毛利敬親大名
行列錦絵」

「田床山からの
萩市街地」

162003年11月（第54号）
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